	第２講

	働き人が不足している

(マタ9:35-38)


　
昔であっても、今であっても、働き人が少ない。信者も多く、神学校も多く、修養所も多く、プログラムも多様である。しかし、働き人は少ない。働き人が少ないのには根本的に５つの理由がある。
1． サタンの最大の攻撃
サタンが教会のリバイバルと世界福音化の戦略的な要素を攻撃する事にしたら、どこを攻撃するだろうか。万が一、すべての教会員が霊的に備え、主のみこころに全面的に献身する事にしたらどんな事が起こるだろうか。サタンは正しい動機を持ち、よく訓練された一般信徒がいたとしたらどんな事が起こるかをよく知っている。それゆえに、最善を尽くし、争うように導き、弟子としなさいという至上命令と距離が遠くなる生き方をするようにする。
この敵対する力の最大の源泉をイエス･キリストが簡単に教えて下さった。霊の戦い(Ⅱコリ１０：３，４)。すなわち祈りなさいと言われた。これは、おびただしい冒険をかけて開かれる全世界的な戦いである。これに備えて完全武装しなければならない。エペ６：１０－１８によく出ている。世の中の方法は解決策とならない。働き人を成長させる働きを防ぐサタンと、最善を尽くし戦わなければならない。
2． 信徒のまことの関心

　監督、指揮者、幹部となることには関心が多く、慰めを受け、愛を受け、認められることには関心がさらに多い。しかし、隠されている事、自分を捧げる事、小さく見える事には関心が少ない。

　世界宣教、ビジョントリップなど、各種の委員会には関心が多いが、周囲に隠されている一人一人を養育する重要な働きには関心が少ないためである。他の働きにとても忙しいためにこの働きに失敗する。

3． 近視眼的な眼識(識別力)
　目先の目標達成のための組織拡大と現実だけを見る事に陥りやすい。神様に向かう目標が確かで、絶対的な献身をする働き人を育てる、遠い将来を見通せなければならない。

　畑を見る目、働き人を探す目、現実と未来に備える目を持ち、働き人を育てなければならない。イエス･キリストは、弟子を育てる時に、再臨する時まで起こる事を備えて訓練に臨まれた。

4． 働き人を育てる働きに対する祈りが不足

５．実際に対する無知

　新しい信者、信徒、羊の群れを目ではたくさん見たが、実際にどうやって養育するかに対してよく分からないためである。イエス･キリストは１２弟子、７０人、１２０弟子にこれをよく教えられたためにすばらしい結果を得た。パウロはこれをよく悟り、実践に移した。（Ⅱテモ２：１）
（1） 根が深い信仰(Ⅱテモ２：１)

（2） 生活の方向、目標、計画が確かな人(Ⅱテモ２：２)

（3） 兵士：絶対的な献身者、揺れ動く事がない人(Ⅱテモ２：３，４)

（4） 競技する者：実際的な訓練、原理に従った訓練(Ⅱテモ２：５)

（5） 農夫：勤勉に、持続的に、実を見る目を持つ人(Ⅱテモ２：６)
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